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深谷市シルバー人材センター

発行 公益社団法人 深谷市シルバー人材センター
深谷市上野台2567番地　電 話 048（573）3345
https : / /www. fukaya -sc .o r . j p /

2025

2月
No.88

会員数　 982 人
　　男　 701 人
　　女　 281 人
令和６年12月31日現在

センターの理念〈自主・自立、共働・共助〉
◆自主・自立：自分のものとして、自分たちの力で育てる。
◆共働・共助：一緒になって働き、お互いに助け合う。

明治22年頃の煉瓦工場（深谷市HPより）

シルバー人材センターは
健康で働く意欲のあるシニアに

▼
地域社会と連携して

▼
知識･経験･技能を活かした「就業の場」を提供し

▼
生活感の充実、福祉の増進を図り

▼
シニアの能力を活かした活力ある
地域社会づくりをめざしています。

国の重要文化財：ホフマン輪窯6号窯（日祝日に公開）  〈シルバー会員　丹羽さん撮影〉
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ホフマン輪窯の内部

旧変電室

道の駅「おかべ」

仮設展示棟（室内の様子）

レジ打ち業務の様子
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私
達
シ
ル
バ
ー
会
員
は
、
上
敷
免
に
あ
る
旧
日
本
煉
瓦
製
造
施
設
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
施
設
を
見
学
し
て
頂
く
方
の
受
付
、
ビ
デ
オ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ

る
案
内
、
敷
地
内
に
あ
る
施
設
の
管
理
等
が
主
な
内
容
で
す
。

　

会
員
は
女
性
４
名
、
男
性
５
名
の
９
名
で
毎
月
シ
フ
ト
を
組
み
、
平
日
は
１
人

体
制
で
、
午
前
が
９
時
か
ら
12
時
半
、
午
後
が
12
時
半
か
ら
16
時
で
主
に
女
性
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
土
日
祝
日
は
３
人
体
制
に
よ
る
１
直
制
で
、
９
時
か
ら
16
時

ま
で
主
に
男
性
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
煉
瓦
製
造
施
設
は
、
明
治
20
年
に
渋
沢
栄
一
翁
が
設
立
に
関
わ
っ
た
会
社

で
、
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
等
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
年
前
か

ら
修
復
工
事
に
伴
い
休
館
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
祝
日
の
み
一
部
が
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
、
旧
事
務
所
に
つ
い
て
も
施
設
の
傷
み
が
激
し
く
休
館
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
は
新
た
に
設
置
し
た
仮
設
展
示
棟
に
て
、
平
日
を
含
め
ビ
デ
オ

に
よ
る
映
像
や
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
歴
史
的
建
造
物
に
携
わ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
勉
強
し

な
が
ら
更
に
知
識
を
深
め
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
出
来
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
見
学
し
て
頂
い
た
方
に
「
来
て
良
か
っ
た
」
と

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
皆
で
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。�（
会
員　

Ｓ
・
Ｏ
）

　

私
達
は
道
の
駅
「
お
か
べ
」
物
産
セ
ン
タ
ー
で
、
レ
ジ
打
ち
業
務

を
会
員
３
名
で
毎
月
15
日
程
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
物
産
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
元
の
特
産
品
販
売
な
ど
様
々
な
品
物
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
道
の
駅
に
は
他
に
も
農
産
物
直
売
所
や
食
事
処
「
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ａ
」

な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
、
連
日
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
は
店
の
営
業
時
間
午
前
８
時
か
ら
午
後
19
時
迄
に
合
わ
せ
、

午
前
の
担
当
が
７
時
45
分
か
ら
11
時
45
分
、
午
後
の
担
当
が
15
時
15

分
か
ら
19
時
15
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ジ
打
ち
業
務
の
経
験
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。
お
金
を
取
り
扱
う
仕
事
な
の
で
、
間
違
い
が
な
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
又
、
お
客
様
と
の
対
応
は
、
道

の
駅
の
印
象
を
与
え
る
大
事
な
仕
事
な
の
で
、「
笑
顔
で
丁
寧
に
」

を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。お
客
様
が
買
い
物
を
し
て
、笑
顔
で
帰
っ

て
い
く
の
を
見
る
と
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
道
の
駅
「
お
か
べ
」
に
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て

頂
け
る
よ
う
皆
で
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
会
員�

Ｍ
・
Ｔ
）

こんな仕事もしていますこんな仕事もしています
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皇居では大変運よく信任状捧呈
式（特命全権大使が信任状を天
皇陛下に捧呈）の馬車列を見る
ことが出来ました。

国立印刷局東京工場

　令和６年９月１３日（金）、２６日（木）、１０
月２日（水）の３日間、センター会員を対象と
したフレイル予防教室を上柴公民館大会議室２
にて開催いたしました。栄養、運動、社会プロ
グラムを脳や身体をフルに使って学び、はじめ
は緊張していた会員の皆さんも徐々に笑顔や
笑い声で賑やかになり、
フレイル予防だけでな
く会員の交流の場とし
ても充実した３日間と
なりました。

　１０月１０日、渋沢栄一の１万円札発行記念
として、国立印刷局東京工場、渋沢資料館見学、
皇居宮殿前参観の会員親睦研修バス旅行が開催
されました。

　シルバー人材センターのボランティア活動
として、１１月２７日城址公園で落ち葉清掃
をおこないました。前夜の雨も嘘のように晴
れ渡り、絶好のクリーンボランティア日和で
した。
　青空の下、会員４５名が４班に分かれて
少し汗をかきなが
らの作業でしたが、
清掃の終わった後
の心地よさは格別
でした。

【令和６年度 シルバーの活動】

　６月　職群別講習会（草刈り）
　６月　定時総会及びアトラクション
　７月　スマホ研修（第１回）
　８月　接遇研修（第１回、第２回）
　９月　フレイル予防教室＃１，＃２
　９月　交通安全講習会
１０月　フレイル予防教室＃３
１０月　会員親睦研修旅行
１０月　女性限定入会説明会
１０月　接遇研修（第３回、第４回）
１０月　スマホ研修（第２回）
１１月　産業祭
１１月　視察研修
１１月　普通救命ＡＥＤ講習会＃１，＃２
１１月　清掃ボランティア活動
　１月　フレイル予防教室（＃１，２，３）
　２月　スマホ研修（第３回）
　２月　接遇研修（第５回、第６回）
　３月　普通救命ＡＥＤ講習会

シルバーの様々な活動シルバーの様々な活動
フレイル予防教室フレイル予防教室

会員親睦研修旅行会員親睦研修旅行

清掃ボランティア活動清掃ボランティア活動
　１１月９日、１０日の産業祭会場でシル
バー人材センター PRチラシを千枚配布し、
市民の皆さんに簡単なクイズを通してシル
バー人材センターをPRすることが出来まし
た。また、輪投げも楽しんでもらい“ささや
かな”商品をゲットしていただきました。

深谷市産業祭でのPR活動深谷市産業祭でのPR活動
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現
在
64
才
の
私
が
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
50
才
の
時
に
メ
タ
ボ
予
備
軍
の
診
断

を
受
け
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
若
い
時
か
ら
運

動
と
は
無
縁
に
過
ご
し
て
し
ま
い
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
始
め
、

少
し
体
が
動
く
よ
う
に
な
る
と
お
手
軽
な
ジ
ョ

ギ
ン
グ
も
始
め
ま
し
た
。

　

家
の
近
所
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
う
ち
に

マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
走
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
気

持
ち
が
で
て
き
て
身
近
な
大
会
の
深
谷
マ
ラ
ソ

ン
の
５
キ
ロ
を
走
っ
て
み
ま
し
た
。
苦
し
い
中

に
も
た
く
さ
ん
の
人
と
走
る
楽
し
さ
を
体
験
し

て
、
そ
の
後
毎
年
深
谷
マ
ラ
ソ
ン
や
近
く
の
大

会
で
５
キ
ロ
～
10
キ
ロ
の
部
に
出
て
い
ま
し
た

が
、
応
援
の
人
達
に
は
走
っ
て
い
る
の
で
な
く

て
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
数
年
す
る
と
、
メ
タ
ボ
予
備
軍
か

ら
も
抜
け
ら
れ
、
や
が
て
還
暦
を
迎
え
仕
事
の

環
境
も
変
わ
り
時
間
も
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
矢
先
２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
と

な
り
、
申
し
込
ん
で
い
た
大
会
は
す
べ
て
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

目
標
が
な
く
な
っ
て
い
た
そ
ん
な
時
で
し
た

が
地
元
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
て

走
る
仲
間
に
巡
り
会
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

切
ら
さ
ず
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
継
続
で
き
ま
し
た
。

一
人
で
は
で
き
な
い
き
つ
い
練
習
も
仲
間
と
一

緒
だ
と
で
き
る
の
は
不
思
議
で
す
。
２
０
２
２

年
に
入
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
再
開
し
は
じ
め
、

３
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
初
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

走
り
、
３
時
間
59
分
で
ゴ
ー
ル
！
（
こ
れ
は
上

位
20
％
に
入
る
タ
イ
ム
で
す
）
達
成
感
か
ら
こ

の
時
は
感
動
で
涙
が
出
ま
し
た
。�

　

そ
の
後
62
才
で
会
社
を
辞
め
て
か
ら
は
練
習

で
月
間
３
０
０
キ
ロ
を
走
り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

含
め
年
間
20
大
会
を
走
り
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
続
け
、
60
才
代
の
年
代
別
で
は
表
彰
台
に

立
つ
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
と
、
苦
し
い
、
つ
ら
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
と
思
い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り

走
っ
て
途
中
の
給
食
を
楽
し
む
大
会
や
仮
装
で

走
る
楽
し
い
大
会
も
あ
り
ま
す
の
で
決
し
て

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
方
の
大
会

で
は
、
旅
行
を
兼
ね
て
観
光
も
セ
ッ
ト
で
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
動
画
を
走
り
な
が

ら
撮
影
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
投
稿
を
は
じ
め

ま
し
た
。
過
去
の
自
分
の
見
直
し
を
し
た
り
、

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
り
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
続
け
る
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
「
年
金
ラ
ン
ナ
ー
」
と
検
索

し
て
動
画
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

楽
し
さ
が
伝
わ
り
ま
し

た
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。

�

（
会
員　

茂
呂�

典
行
）

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦 

年
齢
は
、た
だ
の
数
字
！

いきいき広場いきいき広場
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鳥居、参道
（奥は拝殿と本殿）

天神社入口
（梅の花も見頃）

「的場の儀」

令和６年度の的

牛天神

例大祭の様子

書道作品

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
深
谷
市
川
本
地
区
の
天

神
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
は
、「
菅
原
道
真
公
」

を
祀
っ
た
菅
沼
天
神
社
が
あ
り
ま
す
。
創
建
は
、

最
古
の
石
灯
籠
か
ら
江
戸
時
代
中
期
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

毎
年
２
月
25
日
は
、
天
神
様
の
縁
日
で
あ
る

こ
と
か
ら
春
の
例
大
祭
で
は
氏
子
の
安
泰
を
願

う
「
的
場
の
儀
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
す
。
北
西
の
方
角
に
設
置
さ
れ
た

的
に
は
、
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
・
学
業
成
就
・

商
売
繁
盛
等
の
願
い
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の

的
を
矢
で
射
抜
く
行
事
で
す
。
ま
ず
宮
司
か
ら

的
を
射
抜
き
、
続
い
て
氏
子
総
代
や
自
治
会
長
、

参
拝
者
が
矢
を
放
ち
ま
す
。
的
を
貫
い
た
矢
は
、

必
ず
願
い
が
叶
う
と
い
う
信
仰
が
あ
り
、
縁
起

物
と
し
て
床
の
間
や
神
棚
に
供
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
深
谷
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
境
内
に
は
多
く
の
梅
の

木
が
植
え
ら
れ
、
石
灯
籠
や
参
拝
記
念
碑
、
牛

天
神
と
呼
ば
れ
る
石
像
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

又
、
天
神
様
は
学
問
の
神
と
さ
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
拝
殿
内
に
は
小
・
中
学
生
等
の
書
道
作

品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
年

中
行
事
と
し
て
は
、
４
月
の
祈
年
祭
、
10
月
の

日
待
祭
、
12
月
の
大
祓
い
の
儀
、
１
月
の
入
学

祈
願
祭
・
建
国
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

２
月
の
「
的
場
の
儀
」
に
参
拝
さ
れ
た
方
に

は
、
も
れ
な
く
御
供
物
と
し
て
的
を
貫
い
た
矢

と
天
神
社
に
供
え
た
団
子
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
。
氏
子
総
代
・
年
番
一
同
、
皆
様
の
ご
参
拝

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
会
員　

飯
野�

勝
一
）

菅
沼
天
神
社
「
的
場
の
儀
」

いきいき広場いきいき広場 地域紹介地域紹介
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女性限定入会説明会開催！会員入会説明会会員入会説明会会員入会説明会会員入会説明会

フラワーアレンジメント
「ピンクッションのXmas」

作者　荒井 わか子

油絵　【しだれ桜】
（美術家協会賞受賞）
作者　植田 勝彦

毎月第２・第４木曜日 午前10時より
開催日が祝祭日の場合は前営業日に開催します。

■深谷市シルバー人材センター
「わんぱくランド」２階会場にて開催します
直接お越しください。
〒366-0801
　深谷市上野台2567番地
　電話 048-573-3345
○深谷市在住で、原則60歳以上の健康で働く
　意欲のある方
○センターの趣旨を理解し、賛同する方
○入会説明会を受け、６ケ月以内に申込む方
○会費を納入していただける方

日時：令和7年3月7日（金）午前10時30分

会場：上柴公民館　中会議室
　　　（アリオ深谷　3階キララ上柴）

対 象 者：深谷市在住の60歳以上の女性

申込方法：�前日までに深谷市シルバー人材
センターへご連絡ください。

＊�予約がなくても当日空きが
あれば参加可能ですのでぜ
ひご来場ください！


